
【導入】 

「自分のことも息子のことも、どうしていいかわからなくて、 

買い物の途中で高架下をのぞいて、 

抱っこしながらここから落ちようとか、いろいろ考えてしまった」 

 

 

産後うつを経験した、ある女性はこう語りました。 

子育ての中で余裕をなくし、逃げ出してしまいたくなり、死にたいと願うようになる。 

 

これほどまで、母親たちを追い詰める産後うつ。 

何か、食い止める手立てはなかったのでしょうか？ 

 

本弁論では、見過ごされる産後うつの脅威について、その解決を訴えます！ 

 

【現状】 

 

「産後うつ」とは産後の母親のホルモンバランスの乱れ、生活習慣の変化や子供に対する

強い責任感、家庭内の問題などの複数の要因によって起こる精神疾患の一つです。 

 

「産後うつ」はごく身近なもので、母親の 10 人に 1 人の割合で発症します。 

 

産後うつの症状は極度の悲しみに襲われたり、 

頻繁に泣いたりするなどの激しい気分の変動、 

育児や家事などの能力が低下し、普通の生活を送れなくなる、などがあります。 

 

この、産後うつは多くの場合、治すことができます。 

また、発見が早ければ、短い通院で完治します。 

 

しかし、産後うつの治療が遅れたり、放置されたりすると、 

うつ病の期間が長引いたり、投薬治療や入院が必要となってしまいます。 

 

また治療をしなくても、一時的にうつ状態が軽くなることもありますが、数年後に再発し

てしまうのです。 



 

「産後うつ」が治療されなければ、さまざまな症状や行動を引き起こします。 

子どもに無関心になったり、「子どもが可愛く見えない」、「私は母親失格である」 

などと子供に対して嫌悪感を覚えてしまいます。 

 

さらに、最悪の場合、自殺や虐待に繋がってしまいます。 

近年、「自殺」は、産後一年以内の母親の死因の 第 一位となっています。 

 

また、虐待の事例のうち約 50%の割合で親が精神疾患を抱えていることがわかっていま

す。 

 

このように、産後うつが親に与える影響は無視すること はできません。 

 

それではなぜこの「産後うつ」、見逃されてしまうのでしょうか？ 

 

産後うつは自覚することが難しく、本人から助けを求められないことが多いのです。 

 

実際に筑波大学の研究によると、産後うつの患者のうち約 3 分の 2 は自身が危険な状態に

あることを認識できていませんでした。 

 

また、産後うつは周りの人も気が付きにくいのです。 

 

先ほども述べた通り、産後うつを発症する家庭は、夫婦関係に問題があり、そもそもパー

トナーの精神の異常に気がつかない場合が多いのも実情です。 

 

そのため、患者一人でうつ病を抱え込んでしまうのです。 

 

以上をまとめると、産後うつになる母親が高い割合で存在しています。 

産後うつになると長期の治療が必要となったり、親子の間に悪影響を及ぼします。 

産後うつを自覚することは難しく、周りの人も気が付きにくいため、見逃され、一人で抱

え込むことになってしまうのです。 

 



【問題点】 

消えてしまいそうな、儚い命。 

それを前にして親は、「私が親なのだからしっかりしなければいけない!!!」 

 

このような「強い責任感」の元、自分のことを気にする暇もなく、  

一心不乱に育児を行っています。 

しかし、時にはその「強い責任感」が親を追い詰め、うつにしてしまうのです... 

 

最初は泣くだけだった赤ちゃんが、言葉を覚えて立ち上がる。 

できることが一つずつ増えていく。 

 

これらの成長は小さなものでも、 

その一つ一つは本来、親にとっての大きな幸せであるはずです。 

 

 

しかし、健康な精神状態でなければそんな小さな変化にも、気がつくことはできません。 

それどころか、うつになった親は子供に、嫌悪感すら、覚えてしまいます... 

 

子供の成長の喜びを親から奪い、親を苦しめるものへと変える産後うつ。 

このような影響を及ぼす産後うつが、見逃されている現状は、解決しなければなりませ

ん。 

 

【理念】 

私の理想は、親が子どもの成長を幸せに感じられる社会を作ることです。 

親の精神状態が健康でなければ、我が子の幸せを感じられる心の余裕を持つことはできま

せん。 

 

私はこの「心の余裕」があって初めて、前向きに子育てができるのだと思います。 

そして、将来を担う子どもたちが健やかに育つような世の中にしたい。 

そのためには、親が健康な精神状態を維持できる環境を、整える必要があります。 

 

産後うつは、自分や周りの人が気が付きにくい病気です。 

ですから、行政や医師など、第三者が発見をする必要があります。 

 

親が子供を守るのならば、社会が親を守る。 



 

そうすることで、親の精神状態は健康に保たれ、子どもの成長を心から、幸せに感じるこ

とができるのです。 

 

【原因】 

現在 政府は、出産後、母子が行政の目に触れる機会をいくつか設けています。 

それは、保健師や助産師が行う「新生児訪問」や「こんにちは赤ちゃん事業」などの家庭

訪問です。 

 

これは、出産後の母親と子供の健康状態や家庭状況の把握を目的としています。 

 

それではなぜ、行政は産後うつを発見できていないのでしょうか。 

それは、母親が産後うつを発症しやすい時期と家庭訪問にズレがあるからです。 

 

一般的に産後うつが発症しやすい時期は、 

産後 1 ヶ月、3 ヵ月、8 ヵ月といわれています。 

 

一方、新生児訪問やこんにちは赤ちゃん事業といった家庭訪問は、 

出産直後にしか実施されていないのです。 

 

つまり、現状の政策は産後うつになりやすい時期をカバーできていないため、 

発見しにくい状況となっています。 

 

【プラン】 

そこで私は一点のプランを提案します。 

それは、問診表によって産後うつの傾向がある人を発見し、 

治療に繋げる、というものです。 

 

具体的にご説明します。 

まず産後うつを発見するために、出産後の母親にインターネットや郵送を利用して問診表

に回答してもらいます。 

 

その際、世界各国で産後うつの発見のために用いられている「エジンバラ問診票」を使用

します。 

 



このエジンバラ問診票で産後うつの傾向がある、と判断された人のうち、約 75%の人が 

産後うつと診断されています。 

このことから、この問診票はうつの疑いがある人を発見するのに、非常に効率的なもの 

であると言えます。 

 

これを、産後うつが発症しやすい時期に合わせて合計 3 回、回答してもらいます。 

 

問診票によって産後うつの傾向がある人に対して、自宅に訪問し、 

保健師が病院への受診が必要かどうか判断します。 

そうすることで、産後うつの人を発見し、治療に繋げることができるのです。 

 

しかし、産後うつは治療をするだけでは不十分です。 

なぜなら、家庭状況などの産後うつになる根本的な原因を、解決できていないからです。 

  

そこで、うつ傾向にある人は病院を受診する必要があるかどうかに関わらず、 

訪問の際に、育児の悩みなどを聞き出し、必要であれば既存の公的サービスに繋げること

で、育児の負担や悩みを軽減できるようにします。 

  

こうすることによって、医療・行政の負担を最低限に抑えながら、 

産後うつの人を発見でき、必要な支援をすることができます。 

 

【締め】 

私は大学進学によって、親元を離れ、一人暮らしをすることで、改めて親のありがたみ、

偉大さを痛感しました。 

そして 20 歳を迎えて将来を考えた時、すべての親はなぜ子どもを産み、育てるのだろう

と考えました。 

子供は未熟な存在から、親元を離れいつかは社会の中でたくましく生きていきます。 

こどもを産み、守り、育てていく。 

この過程、つまりわが子の成長を楽しむことこそが 

                 子供をもつことの幸せであると思うのです。 

 

親が子どもの成長を幸せに感じられる社会を願って本弁論を終了させていただきます。 

ご静聴、ありがとうございました。 

 

 


